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議案第５４号  

令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第３号） 

 

資料４ GIGAスクール構想について 

 １ GIGAスクール構想について 

  別紙１「GIGAスクール構想について」参照 

 

 ２ GIGAスクール構想における６月補正額及び全体枠組みの財源構成について 

 （１） GIGAスクール用端末経費について 

    ・GIGA スクール用端末購入費用等の総額（17,420 台分、944,442,382 円）に、市

が定めるリース料率を乗じて得られた年額のリース料は下記のとおり（なお、

購入費用の総額の算定に当たっては、購入した場合の国庫補助の対象となる

11,622台分、475,444,398円を減じて得られた金額を用いている。）。 

     ○リース料（年額）……236,860,800円 

 

   ・リース契約の支払い開始日を令和３年３月３１日としているため、令和２年度内

で対象となる１日（３月３１日）分のリース利用料は下記のとおり 

     ○リース料（１日分）……649,000円（千円未満切り上げ） 

 

   ・GIGAスクール用端末の総額は下記のとおり。 

 

   

 

 

 

   ・なお、リース料の積算の時点で国庫補助対象分（11,622 台分）を減じて得た費

用を用いているため、そこから更なる国庫等による補助はなく、上記（※）につ

いては全て市費での対応となる。 

 

 

年度 金額 備考 

令和２年度（１日分） 649,000 6月補正要求分 

令和３年度～令和７年度 1,183,655,000 債務負担行為額 

合計（※） 1,184,304,000  



   

（２） 今後発生する経費について 

  GIGA スクール用端末を利用していくにあたり、各小・中学校における回線の設定

経費、ドリル教材等のコンテンツ導入経費については、臨時交付金の活用を予定し

ている。また、上記経費とは別途、各小・中学校における通信費、導入端末の保

守・運用費用が発生する。 

 



GIGAスクール構想について

宝塚市教育委員会
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別紙１



１ GIGAスクール構想の概要（文部科学省資料より）



２ GIGAスクール構想のポイント

これからの時代を生きる子どもたちのために、教育におけるICTを基盤とした

先端技術等の効果的な活用が求められること

多様な子どもたちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された

学びを持続的に実現すること

さらに、新型コロナ対策による長期の休校要請を受けて・・・

すべての児童生徒が自宅でも学習できる環境を整備すること



全児童に端末を

貸し出し 学習教材

コンテンツ等を効果

的に活用しながら

指導を実施。

小学校3年社会科の学習で

地域の方へのインタビュー等を

オンラインにより実施するなど、

これまで現地に行かなければ

できなかったことが学校に

いながら実施。

３ タブレット端末の活用



オフライン環境下にお

いてもタブレット端末を

使用できるように、タブ

レット端末にデータをダ

ウンロードし、学習教材

を配布。

同じ宝塚市内に通う、

児童生徒がオンライン

でつながり、小・中接続

をスムーズに。

また、それぞれの学校

を紹介するなど友達の

輪を広げるきっかけへ。
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